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有田みかん海道とは



有田みかん海道とは

■全長 約5.6ｋｍ
■高低差 約150ｍ



有田みかん海道とは

湯浅湾や紀伊水道を望む「みかんと海の道」



有田みかん海道とは

主にドライブやウォーキングスポットとして広報

マラソン大会やウォーキングイベントのコースに活用され、

「みかん海道マラソン」では例年1,000人近くの集客



有田みかん海道とは

ボランティアも含め努力されているが草木が眺望を妨げる場所も

道路脇を覗き込むと、不法投棄も多い



状況の変化と取組の方向性



状況の変化

「河南地区避難拠点地」の完成（2016年９月）

これに伴って水道が整備された



状況の変化

飲食店の進出とそれに伴う来訪者の増加



取組の方向性

来訪者の増加にあわせ、これまで取り上げられてこなかった魅力
を掘り下げ、外部にPRすることで、知名度の向上と更なる来訪者
の増加につなげる。

開発が進む中で、肝心の魅力を損なうことがあってはならない。

土地利用を中心として、関係者でみかん海道のあるべき姿を共

有するとともに、魅力ある環境を守っていくという意識を高める。

方向性１：新たな魅力の発掘とＰＲ

方向性２：魅力を維持するためのルールづくりと意識向上



３年間の取組



３年間の取組

天体観測スポットとしての可能性

市街地のすぐ近くで、満天の星空が楽しめる



３年間の取組

天体観測イベントの実施

2017年１月３日実施

三大流星群のひとつ「しぶんぎ座流星
群」と長寿の星「カノープス」の観測

天体観測グループ「カノープス」の

協力により開催

来場者数 約100名



３年間の取組

フォトコンテストの開催

多様な視点から魅力を発見

今後のＰＲ用写真の発掘



３年間の取組

有田みかん海道ＰＲフォトコンテスト

テーマ「有田みかん海道 夏の魅力」

募集期間：2017/6/2～9/13

一般部門、モバイル部門、ジュニア部門

の３部門で募集 → 応募総数：45件



３年間の取組

サイクリングルートとしての可能性

快適に走行できる環境

起伏に富んだステージ



３年間の取組

「サイクリング王国わかやま」に基づく環境整備

ブルーラインの設置 サイクルステーションの開設

バイクラック

和歌山県の作成するサイクリングルートの

中で、有田市では、みかん海道を中心と考え、
マップの作成等に際して重点的に要望。



３年間の取組

ＡＲＩＤＡ ＣＹＣＬＥ ＭＥＥＴＩＮＧ ｉｎ みかん海道

2019年2月10日開催

・みかん海道の特性

（短い区間にサイクリングの魅力が凝縮）

・愛好家に限らない幅広い層の参加

みかん海道を実走する展示試乗会

15の有名ブランドが出展



３年間の取組

来場者数：約600名 試乗者数：213名 うち182名がみかん海道を走破



３年間の取組

景観の保全

有田みかん海道の魅力は美しい景観あってこそ

土地利用のあり方について、話し合う機会を



３年間の取組

・現状の関係法令を整理し、沿道の土地所有者を調査

・自治会や土地所有者を招き、意見交換を実施

景観を損なうような
ことはダメ

景観を守ることは当然だが
がんじがらめでは発展しない

不法投棄対策に
防犯カメラはどうか

海が見える場所は強い
360度の景観は感動

沿道だけで人は呼べない
逢井にも注目

狭隘区間解消できないか
人通り増えると危険



今後の展開



今後の展開

・これまで発掘してきた魅力を定着させていく

・魅力を集客へとつなげていく

・土地開発時に関係者の意見を反映できる仕組みをつくる

・官民で役割分担し、美しく保つための整備を進める

方向性１：新たな魅力の発掘とＰＲ

方向性２：魅力を維持するためのルールづくりと意識向上



３年間を振り返って



３年間を振り返って

３年間を終えて私の手元にあるもの……

一眼レフ（約６万円）

ロードバイク

（約20万円）



３年間を振り返って

……それと、新しい世界

有田みかん海道でたくさんの魅力に出会ってください。

そして、その将来を想う方がいれば、一緒に頑張っていきましょう。

、たくさんの人との関わり。

みかん海道と関わることがなければ、出会うことのなかったもの。



ご静聴ありがとうございました。


